
 

 

『あなたの中の名馬へ』  

試験の季節です。 

 

高校や大学の入学試験や、各種国家試験を目前にして、不安や緊張の高まりからかカウンセリング

のご予約が増える時期です。 

 

心理療法の中には、自身の心理状態をベストコンディションに仕上げるためのリラクゼーション

や、メンタルトレーニングなどもあります。そんな大げさなものではなくても、不安な気持ちを素直

に吐露したり、緊張している自分を正直に認め、客観的に自己を見つめるだけでも次第に落ち着いて

くるものですが、付け焼刃で、それも一人で行うことはなかなか難しいのでご相談にいらっしゃるわ

けです。 

不安や緊張についてお話をうかがっていると、過去の失敗や挫折の体験が影響していることもよくあ

ります。試験本番までの日数や時間にもよりますが、そのような『傷つき体験』と向き合わないこと

には前に進めない人には、無意識に恐れてしまっていることや、癖のようになっている考え方、行動

パターンに触れ、それらを払拭するためのカウンセリングを行うこともあります。 人生のここぞと

いうような試験であるほど、自分で自分の邪魔をしてしまう『無意識』や『癖』というものがありま

す。 

 

頭では「関係ない」とわかっていても、過去の挫折の記憶や、未来で失敗している想像ばかりが勝

手に浮かんで来てしまう人などもここに含まれます。この『無意識』と『癖』と呼ばれる「自分のこ

となのに、自分でどうにもならないもの」について考えるとき、私は人間の脳についてのイメージを

思い浮かべます。“人間は脳の機能を２０％しか使えていない”みたいな話は以前からよく耳にしま

す。使えていないというよりは、意識して認識できる部分が２０％くらいで、あとの残りの部分は機

能していても、ただ認識することができないだけなのでしょう。『『無意識』と呼ばれるものも、この“脳

の認識できない８０％の部分の働き”のように、日々、我々の生活を、見えないところで自動運転し

て支えてくれているのかもしれません。脳に限らず、私たちの身体には「認識できていない働き」が

たくさんあります。癌細胞の発生や増殖もそれらを駆逐しているのも、いわば私たちの身体の自動運

転とも言えるわけで、もし、自分で認識することが出来るならば、誰もが意識的に癌にならないよう

にコントロールしますよね。癌に対して意識を向けるコントロールはサイモントン療法という心理療

法が実際に行われていますし、心臓の鼓動や肺呼吸や胃腸の働きを整える心理療法では自律訓練法と

いうものもあります。 

 

または、悲しみや怒りの感情を長く抑え込んでいらしたクライエントさんが、心理療法の中で、感

情を爆発された後に、長年苦しんでおられた頭痛や腰痛がなぜか一緒に消失してしまわれたという例

もあります。このように書くと何かすごい治療法があるように思われてしまうかもしれませんが、残

念ながら、医学のように、“この症状にはこれで”みたいな治療法や対処法あるわけではなく、“その

人にとってのそれ”が『どれ』に当たるのかは、丁寧に探していくうちに、偶然のように見つかるこ

とが多いように思います。 

ただカウンセリングでお話しをうかがうだけで、どんどん元気になられる人も居れば、言葉にするこ

とを控えて、ものづくりや絵画などイメージの世界に没頭されることで元気になられる人も在りま

す。敢えて言うならば、私たちは自分のこと（こころも身体も）をあまりわかっておらず、たとえば

病気などの不具合が生じたときには、全力で自身のことをわかろうとするならば、これまでに気づか

 



 

 

なかった感じや、考えがみつかることがあります。そうした模索や創造や再生がうまくいった場合に

だけ奇跡のようなことが起こるのかもしれません。 

 

何度かそのような事例をみていると、奇跡に見えるのは、自分の身体の働きさえ１００％認識でき

ない私たちだけであり、自然治癒力や恒常性という身体の働きからしてみれば当たり前の現象だった

りして…と思えてきます。私たちの身体とこころには、きっと、私たちのために「良かれと思って」

自発的に働いてくれている機能があって、それが時々間違ったり、逆効果みたいな働きになってしま

うのかな…と思ったりもします。こころの働きにおける『意識』と『無意識』の関係について、競馬

に例え「意識は騎手で、無意識は馬」なのだと、その昔、師匠から教わったことを思い出します。 

 

騎手（意識）を鍛えて、無意識という暴れ馬を上手に乗りこなすことを、駆け出しのころの私はイ

メージしていたものです。たくさん勉強して、知識や技法を身につけて、多くの事例をこなして経験

を積むことで、あらゆる馬（無意識）をより良く導いてゴールへ向かえると思っていました。その結

果、その思い違いを思い知るような苦しい局面を何度も突きつけられてきました。そのようにして私

が学んだことを無粋にお話しするよりも、ある受験生が語ってくれたエピソードをお伝えするほう

が、感性の鋭い人には得るものがあるように思います。 

ある受験生を支え続けた『馬のエピソード』です。 

 

２０００年の有馬記念、テイエムオペラオーという馬が制したことは多くの方がご存知だと思いま

す。「勝ち続けるとすべての馬が敵になる…道は消えたはずだった」という、のちに JRA の CM に登場

する伝説のひとつを作った馬でした。 

その年のレースでは連勝を続けていたオペラオーが、十数頭の馬に囲まれて進路を阻まれてしまいど

うすることもできないまま終盤を迎えます。 

当時、２０代前半だった騎手は何もさせてもらえず、屈辱と失意のままオペラオーの背中に居ます。

前レースでは他の馬に蹴られ、今レースの直前にも壁に激突して片方の目が良く見えないオペラオ

ー。打つ手の無い騎手を背負ったまま懸命に走る姿に見ているファンも涙したと言います。ゴール直

前のわずかな隙間から吹き抜けるように飛び出して、ギリギリ鼻差で一着になったというレースで

す。 

 

意識（騎手）が全力を傾けるのは、無意識（馬）が、まだ見せていない力を発揮できるための準備。 

カウンセラーが全力で向かうのは、クライエントさんが、まだ出したことのない能力を信じるための

時間。 

決して、誰かが誰かをコントロールするのではなく、お互いが活かしあえるよう生きるために…私は。

今年も受験生に相談されながら、可能性を信じる勇気をもらいました。 
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